
佐久の蔵元

―遠く元禄の昔から･･･―

橘倉酒造株式会社
佐久市臼田６５３-２

―橘の蔵の
　　　静かなる鼓動･･･―
『酒造り一筋三百有余年
　今も息づく変わらぬ想い』
　今日まで三百を優に超えて
受け継がれてきた一冬一冬の、
何気ない光景の中に織りなす
熱き想いと一徹な生業。
　三百余年の伝統を経て今日
もそして明日も新たな歴史を、
一途な想いを、重ねていく。
人・自然・歴史を大切に
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酒たる上部

酒造りの名水
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　新年明けましておめで
とうございます。
　会員の皆様におかれま
しては、清々しい気持ち
の中で新年をお迎えの事
とお慶び申し上げます。
昨年５月に支部役員が新
体制となり、７ヶ月が過

ぎた訳でありますが、各委員会、会員の皆様の
ご協力により講習会等例年以上に企画、実行を
されております事に改めてお礼申し上げます。
特に第５回支部会員大会におきましては、会員
参加８２名、一般参加者約２７名、合計１０９名の皆様
に大会を盛り上げていただきました。
　さて、これからの建築士会のあり方ですが、
２１年度より、本会の組織運営検討特別委員会へ
各支部１名参加をして、法人法が変わる事への
対応として、一般法人または公益法人への移行
の検討を進めておる所であります。佐久支部に
は、１１月１７日本会より関会長をはじめ４名の方
が公益法人制度の説明に来ていただき、支部理
事と意見交換をいたしました。私からは、どち
らの法人に移行するとしても、今までの支部活
動に影響が及ばない事、また、会員が移行をし
た事により減少しない事等をよく議論をしてか
らと申し上げておきました。法改正による公益
法人制度改革のタイムリミットは２５年１１月末で
あり、それまでに新法人への移行を終える必要
があります。大変に忙しい訳ではありますが、
これからの予定は、２２年５月の総会において『支
部と本会の会計統合、公益か一般、目指す法人
を決定』する事になります。２２年１２月の理事会、
評議委員会において『２３年度から支部と本会の
会計統合についての確認』また、目指す方向に
沿った体制整備方針の検討をして、２３年５月総
会に目指す方向に沿った体制整備が決定、また、
会計統合した２３年度予算、諸規定が決議されま
す。その後２４年５月総会において新法人制度に
移行決定、定款の変更が議決され２４年１２月の理

－２－

ちくま　 No.４２

新年のご挨拶
　　　　（社） 長野県建築士会佐久支部

支部長　重田　元一　

事会、評議委員会において新法人における役員
の候補者が選出されます。２５年５月の総会は、
新しく生まれた法人の総会となり新役員が決ま
る事となります。２人以上のグループなら誰で
も出来て認可される一般法人か。公益事業の比
率が５０％以上必要で認定基準のハードルの高い
社会的信用性のある公益法人への移行か。どち
らになろうかと思います。何れにしましても本
会、支部が始まって以来の組織の改革が行われ
る予定であります。佐久支部としては、会員ひ
とりひとりのご理解とご協力を得てこの問題に
対応していく考えであります。
　新年の挨拶ではないような報告となってしま
いましたが今年は“寅”年であります。“寅”
は千里の道を行って返ると言われております。
その勢いに乗って会員の皆様が大いに飛躍する
年である事をご祈念申し上げ新年のご挨拶とさ
せていただきます。
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　新年あけましておめ

でとうございます。会

員の皆様におかれまし

ては穏やかな新年をお

迎えのこととお慶び申

し上げます。

　旧年中は県の建築住

宅行政に格別の御理解と御協力を賜り厚くお礼

申し上げますとともに、本年もよろしくお願い

申し上げます。

　近年は温暖化の影響で私の自宅周辺（八幡原

史跡公園の北側、長野市小島田町というところ

に住んでおります。）でも雪かきをするほどの降

雪がめっきり減ってきております。

　冬になっても庭に雪が無い風景は、雪を見る

とワクワクしながら雪かきをする私にとって、

いささか季節感が乏しい正月に感じております。

　さて、一昨年の後半から急速に悪化した経済・

雇用情勢は未だ回復を実感する状況に至ってお

りません。

　経済指標の一つとされる新設住宅の県内着工

戸数を見ましても、前年戸数を下回る状況が一

年以上も続いており、設備投資や個人消費を見

ても明るい材料が見つからないのですが、経済

の専門家の間では「景気の持ち直し」との声も

聞こえてくるようになりました。今取り組まれ

ている国、県の追加経済対策により、一日も早

い経済・雇用状況の好転に期待したいと思いま

す。

　このように明るい材料が乏しい中ではありま

すが、建築士会佐久支部におかれましては、社

会から期待される専門家としての資質、知識、

経験、能力と倫理観の向上を図り、まちづくり、

景観育成活動を通じ地域との信頼関係を一層深

めていただきたいと思っております。

　本年は、「一日に千里の距離を走り戻る」優れ

た行動力を持つと言われる寅（虎）の年です。

　この年にあやかって（社）長野県建築士会佐久

支部の益々のご繁栄と会員の皆様の大いなる飛

躍を心からご祈念申し上げまして、新年のご挨

拶とさせていただきます。

－３－

No.４２　平成２２年１月

ご　挨　拶
　 　長野県佐久地方事務所  建築課

課　長　小林　健吾　
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－４－

ちくま　 No.４２

７．３　東信ブロックゴルフコンペ

　　　　望月カントリークラブﾞ

７．３　県全国女性建築士の集い実行委員会

長野市生涯学習センター

７．４　第３回情報広報委員会　佐久グランドホテル

７．８　県ＣＰＤ･専攻建築士制度運営委員会

長野県建築士会館

７．８　第１回青年女性委員会　　　　　佐久ホテル

７．１４　第２回社会貢献委員会　佐久グランドホテル

７．１５　県青年女性委員会　　　　長野県建築士会館

７．１６　県組織検討委員会　　　　長野県建築士会館

７．１７～１８　全国女性建築士の集い　　　　　長野市

７．２２　第１回三役委員長会議　　　　　　　かつ栄

７．２２　県社会貢献委員会　　　　長野県建築士会館

７．２３　県建築活動委員会　　　　長野県建築士会館

７．２４　住宅性能保証制度と長期優良住宅講習会

佐久勤労者福祉センター

７．２４　県組織検討委員会　　　　長野県建築士会館

７．２８　第２回総務企画委員会　　　　　　　かつ栄

７．２９　第２回ＣＰＤ･専攻建築士制度運営委員会

千曲パークホテル

７．３１　建築関連法規講座－その①－

佐久勤労者福祉センター

８．４　第３回社会貢献委員会　佐久グランドホテル

８．５　第２回青年女性委員会　佐久グランドホテル

８．６　佐久地域景観育成委員会　　　佐久合同庁舎

８．７　県会員大会運営委員会　　長野県建築士会館

８．７　佐久市景観計画及び

　　　　　都市計画区域拡大に関する講習会

佐久勤労者福祉センター

８．１０　県木造塾運営委員会　　　長野県建築士会館

８．１７　県社会貢献委員会　　　　　　　　　諏訪市

８．２０　県総務情報委員会　　　　長野県建築士会館

８．２１　第３回ＣＰＤ･専攻建築士制度運営委員会

佐久グランドホテル

８．２２親睦ソフトボール大会　　　　千曲川交流広場

８．２５　第４回社会貢献委員会　佐久グランドホテル

８．２７　第３回総務企画委員会　　　　　　　かつ栄

８．２８　建築関連法規講座－その②－

佐久勤労者福祉センター

９．１　第２回教育事業委員会　　　　　　　　八風

９．３　県理事会　　　　　　　　長野県建築士会館

９．４　三団体親睦ゴルフコンペ

望月カントリークラブ

９．４　県社会貢献委員会　　　　　　　　　諏訪市

９．４　第３回青年女性委員会　　　　　　　　魚民

平成２１年度 事業中間報告
９．５　住宅セミナー　　　　　　　佐久商工会議所

９．９　第２回三役会及び第２回理事会

佐久グランドホテル

９．１１　建築士の為の勉強会

佐久勤労者福祉センター

９．１５　第５回社会貢献委員会　佐久グランドホテル

９．１７　建築士免許申請及び交付　　　佐久合同庁舎

９．１９　全国女性建築士の集い　　　　　　　長野市

９．２５　第４回情報広報委員会　佐久グランドホテル

９．２５　第４回青年女性委員会　　　　　　㈱星野組

９．２９　第２回三役委員長会議　佐久グランドホテル

９．３０　第３回ＣＰＤ専攻建築士制度運営委員会

佐久グランドホテル

１０．２　県ゴルフ大会　　千曲高原カントリークラブ

１０．３～４　第３回親子で作ろう！！ウッドクラフト

イオン㈱　ジャスコ佐久平店

１０．１４　第５回情報広報委員会　　　　　　会報取材

１０．１６～１７　三団体合同研修旅行

　建築士会全国大会（山形大会）　山形県

１０．１９　第３回三役委員長会議　佐久グランドホテル

１０．１９　臨時理事会（新公益法人制度勉強会）

佐久グランドホテル

１０．２１　支部会員大会ＰＲ

　　　　　　ＦＭ佐久平出演（重田支部長）

１０．２２　佐久木造住宅耐震推進協議会　

　　　　　精密診断後のフォローアップ等説明会

かつ栄

１０．２２　県会員大会実行委員会　　　　　　　諏訪市

１０．２３　瑕疵担保履行法・土地改良・

　　　　　　　　　　　地盤調査等勉強会

佐久勤労者福祉センター

１０．２６　県三役会　　　　　　　　長野県建築士会館

１０．２８　支部会員大会ＰＲ

　　　　　　ＦＭ軽井沢出演(荻原副支部長)

１０．３０　県青年女性委員会　　　　長野県建築士会館

１０．３１　第５回佐久支部会員大会　千曲パークホテル

１１．４　県社会貢献委員会　　　　　　　　　諏訪市

１１．６　第６情報広報委員会　　佐久グランドホテル

１１．１３　第６回社会貢献委員会　　　　　　　かつ栄

１１．１７　臨時理事会　新公益法人制度支部説明会

佐久グランドホテル

１１．２１　第４回会員大会　　　　　　　　　　諏訪市

１１．２３　第１０回佐久地域建築文化賞現地審査下見

１１．２９　川越街並み見学会　　　　　　埼玉県川越市

１２．２　第３回三役会及び第３回理事会

佐久グランドホテル

１２．８　第７回情報広報委員会　佐久グランドホテル

１２．９　第１０回佐久地域建築文化賞現地審査会

１２．１１　県理事会　　　　　　　　長野県建築士会館
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－５－

No.４２　平成２２年１月

　去る平成２１年１０月３１日（土）に、佐久支部会員
大会が開催されました。意欲ある多くの会員の
皆様にご参加を頂き、誠にありがとうございま
した。今回残念ながら都合でご参加できなかっ
た会員の皆さんに、大会の内容を簡単にご報告
致します。
■重田支部長挨拶

■�澤弘様の県知事表彰受賞の挨拶

■支部委員会発表では、社会貢献委員会の山田
委員長と、青年女性委員会の星野委員長から活
動報告を、とても盛況だった映像と共に発表し
て頂きました。
■研修会は「森へのいざない」と題し、ＮＰＯ
法人信州そまびとクラブ理事長の工藤孝市先生
にお話を伺いました。森への関心がさらに深ま
る内容でした。とても参考になりました。
■食後で眠くなる頃に、恒例となった「ストレ
ッチ体操」でリフレッシュしました。ご指導は
（一財）身体教育医学研究所健康運動指導士の渡
邉先生でした。
■文化講演会は、東京大学生産技術研究所教授
の藤森照信先生に「藤森流建築の作り方」の講

第5回 会員大会について

演をして頂きました。興味深くとても楽しめる
内容でした。たいへん笑いましたがとても勉強
になりました。
　最後にこの大会で新しい発見、出会い、何ら
かのヒントを得ることができたのではないで
しょうか。今後も皆で協力し、佐久支部会員大
会を末永く大切にしていきたいとおもいます。
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不安がよぎったりすることさえあります。別に
私自身揺れる事自体が良い事と思っているわけ
ではありませんが、必要十分ということが忘れ
去られている昨今、自身で考え、造り、その結
果の揺れとそれを止めるバランスを納得して楽
しんでいる姿には、共感を覚え感動しました。
建築や物造り、そのための思考等はもちろん苦
しみもありますが、本来は楽しいことでその結
果についても楽しめるということを思い出させ
て頂きました。
　本当にあっという間の充実した９０分間でした
が、自分の中にひとつの後悔が生まれてきまし
た。昨年、先生の作品を御実家から美術館まで
運搬する機会に恵まれたのですが、ただ義務感
のみで参加し、あまり興味を覚えませんでした。
今、思い起こすと泥壁のモデルと思われるパネ
ル、凸凹銅版仕上げと思われるパネル等があっ
たことを思い出し、講演後の今ならいろんな興
味を持って見れたのにと、自分の感受性や芸術
性の低さを痛感しました。先生の更なる御活躍
を期待します。ありがとうございました。

－６－

ちくま　 No.42

　建築関係の講演を聴いて腹の底から笑えたの
は、たぶん初めてです。藤森先生のお話には、
感心、参考、勉強になったことはもちろんですが、
何より楽しい、幸せな気分に浸れたことが自分
でも一番の驚きでした。
　耐震偽装問題以降の我々を取り巻く環境の目
まぐるしい変化については今更ここで言うまで
もありませんが、それが良い方向に向かってい
るとは思えず経済情勢の急激な悪化と相まって、
様々な場面で嫌な、やりきれない気分にさせら

れることが多々あります。このような時に先生
の貴重なお話を聴けたことは何事にも変えがた
い体験であったと感じます。
　自然との調和、自然素材での仕上等全て興味
深い話題でありましたが、揺れる茶室は建設の
動機も含めて特に印象に残る話でした。仕様の
面で最近の構造に関する事には、首を傾げるこ
とが少なくありません。例えば最近の建物（特
に木造住宅の基礎）の鉄筋量とコンクリートの
セメント量はどう考えても多すぎると感じてい
ます。コンクリートなどテストピースを潰すと
設計基準強度をはるかに超えて高強度コンク
リートかと思う様な結果を目にし、逆に爆裂の

「藤森流建築のつくり方」を聞いて
中島新八郎　
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－７－

　最後に上宮寺で梵鐘と、仁王像を見学しまし
た。この寺の鐘楼の梵鐘は、小さなものですが、
南北朝初期の１９３８年に作られた武田信玄に関り
の深い結構有名な鐘だそうです。仁王像は、室
町時代の後期の製作と見られているとの事でし
た。かなり古く、生地が見え、傷など痛んでい
ましたが、それだけに歴史を感じながら見学会
は終了いたしました。
　本当に最後まで冷たい雨の中での見学会とな
りましたが、この地に住んでいながら、ほとん
ど知らずに、本当に勉強になりました。特に井
出さんの説明は、本当に詳しく、良くわかって
おられ、ぜひ次の機会にもお願いしたく、感謝
の気持ちでいっぱいです。
　続いては、佐久商工会議所で行いました、第
３回目の住宅セミナーです。今回は、ガスと電
気のコラボレーション、それぞれの利点を生か
した設備をテーマにマイホーム発電のエコウィ
ルと太陽光発電のソーラーシステムについて勉
強しました。
　長野都市ガスさんを迎えて、ガスで発電、給
湯、暖房まで全てまかなうコジェネレーション
システムを説明していただき、いかに環境にや
さしく経済的であるかを説明していただきまし
た。また、ソーラー発電との併用でさらにメリッ
トが広がることを学びました。
　ソーラー発電では、また現在の補助金や普及
の状況、また売電価格の予想などを説明いただ
きました。さらに、質問の時間には、多くのこ
とが聞かれ、特に、各メーカー製品の特徴や価
格、また寿命、耐久性能、一般の講習会にない
一歩踏み込んだ応答がされ、非常にためになっ
た勉強会になりました。
　最後に、ジャスコ内で開かれました、ウッド
クラフトです。今回は、重田支部長の推薦によ
り本会の地域活動センターの助成金事業にも認
定され、１０万円の補助を受けることが出来、さ
らに恵まれた状況の中で進めることが出来まし
た。特に今までの反省の中で上がっていました、
建築士会を認知していただくために、建築士会
の名入りのベストをそろえ、名入りのティッシ
ュペーパーを配ることにしました。
　イベントの内容については、社会貢献委員会

　私たち社会貢献委員会の今年度の活動は、４
月２５日に行いました見学会「旧臼田町を訪ねて」、
９月５日に行いました「第３回知って得する住
宅セミナー」、そして１０月３日４日の二日間、開
催しました第３回の親子で作ろう！ウッドクラ
フト」の３つとなります。
　それでは、それぞれの活動を紹介したいと思
います。４月に行われました「旧臼田町を訪ね
て」の見学会は、あいにくの雨の中でしたが、
約３０名の参加者で行われました。当日は、佐久
市の元職員の井出さんに案内と説明をしていた
だきました。臼田文化センターにて川村吾蔵の
作品を鑑賞し、その後、勝間の千曲川のほとり
にある川村家の住宅を見学致しました。
　川村吾蔵は、ご存知の方が大勢いると思いま
すが、明治３７年（１９０３年）に、この佐久の川村
家より２０歳でアメリカに渡り、彫刻を学び、ま
たフランスに渡りフランス国立美術大学へ入学
し優秀な成績で特待生にまでなったそうです。
その後また、アメリカに再度わたり、彫刻家マ
クモニスの助手になり、モニュメントや、上流
階級の肖像彫刻の製作を手がけていました。
　代表作として、理想的な乳牛の体型を精巧に
作り出した乳牛の像、マッカーサー元帥、正義
の一対などの彫刻が有名です。
　また、川村家の母屋は１８４４年、江戸時代の後
期に建てられたもので、多くの改修や修繕が行
われていますが、そのダイナミックな基本的構
造や、玄関の唐破風の屋根の彫刻、書院造りの
奥座敷などが現在もしっかりと残されています。
　次に行ったのは五稜郭です。ここでは、お台
所の内部を見学し、ここのいわれや、歴史など
詳しく説明していただきました。
　内部に入るのは、初めてでしたので、２階に
上り実際に大きな梁をまじかにみて、その当時
の組み上げる作業の大変なこと、窓にみる当時
の仕組みにすばらしい技術に感激しました。川
村吾蔵の記念館がこの五稜郭内に建設されてい
ます。

 平成21年度第５回会員大会
　　　　社会貢献委員会報告

社会貢献委員長　山田　　功　
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は前回とほぼ同じで、巣箱、プランター、花台、
イスの製作と、簡単に出来るウットデッキの作
り方、実演コーナーとしました。また、私たち
建築士会を紹介するうえで、教育事業委員会に
協力をいただき、文化賞作品と２０周年コンペ作
品、子供が作る未来の家のパネルを展示してい
ただきました。
　また、新たに青年女性委員会が加わり、ホッ
トボンドを使っての工作や、井出陽冶さんが手
摺の円柱を斜めに切断した端材に家族の顔を描
くコーナーを設け、充実した内容になりました。
　製作の品はそれぞれ５０台ずつ、４種類の合計
２００台を用意し、イベントの参加人員も３０名を越
え多くの方々に支えられて無事に終えることが
できました。
　特に、製作品の加工に加わってくださいまし
た会員の皆様には本当にありがとうございまし
た。これに懲りずに、また是非応援をよろしく
お願いいたします。
　青年女性委員会のホットボンドを使っての工
作は、大盛況でした。今まで、小さな子供さん
は、なかなか　かなづちを使っての参加は大変
でしたが、身の回りの自然にある木の枝やどん
ぐりや松ぼっくり、木の実や葉っぱなど、何で
もくっつけて形にする。本当に子供たちの想像
力、また好きなことに集中できる力に、改めて
学んだ気がしました。
　ウッドクラフトは、今回で、３回目となり、
打ち合わせや、準備など、役割担当がほぼ前回
にならい、決まっていた為、比較的スムーズに

準備は進みました。製作する品物の加工には、
なるべく負担が掛からないように、今までより
多くに方に手伝っていただき、材料の配達には、
支部長自ら配っていただきました。ありがとう
ございました。
　いつもながらイベントに加わって思うことは、
本当にひとりひとり、親子が、また家族が、ひ
とつとして同じものがないこと、これに尽きる
と思います。親が、家族が、子供とのひと時を、
どのように向き合うのか、一緒に作りながら、
その家族の生活を思い浮かべます。
　えらそうなことは言えませんが、子供たちの
真剣な顔や、楽しそうな顔を見ていると、少し
でもその記憶の中にこの時の記憶が残っていて
くれればと思います。
　ほんの数十分ですが、お父さんも、お母さん
も、一生懸命、子供とともに物を作る時間を作
ってあげられることができれば、このイベント
の意味があるのだと思いました。
　報告の最後になりますが、先日のウッドクラ
フトでは、大勢の皆さんに製品の加工から、準
備、当日のイベント参加まで、応援くださり本
当にありがとうございました。この場をお借り
いたしまして、感謝を申し上げます。社会貢献
委員会として、今後も社会に向けての活動が目
的となりますが、なかなか一般の方々を巻き込
んでの事業は、参加をしていただくという点で、
難しいです。会員皆さんの知恵をいただいて、
ひとりでも多くの方が参加できるような事業を
進めていくことができればと思います。応援の
ほどよろしくお願い致します。

ちくま　 No.４２
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　１０月１６日、朝暗いうちに合庁よりバスに乗り、
建築士会全国大会をめざし旅は始まりました。
　参加者の日頃の行いが良かった様で、天候に
も恵まれましたが、私は最初の予定になかった
二日目の１０１５段の石段がとても不安でしたが…。
　まず、天童木工の視察を、会社の方に親切な
ご案内・ご説明をしていただきながらしました。
家具のみならず高級車の部品も高い曲げの技術
で生産しているそうです。木のぬくもり、手造
りのあたたかさ、丁寧な作業、やはり２００年住
宅を建てるのならばこういう家具を置きたいも
のです。しかし、その前にあのロッキングチェ
アーが我が家に迎えたいと思い巡らしながら工
場をあとにしました。
　その後、山形県建築士会の方々の出迎えを受
け、全国大会へ出席しました。会場には花形踊
りがながれ、式典も滞りなく進み、前会長の宮
本先生の表彰もすみ、私達は宿のある天童温泉
へと向かいました。

　あくる１７日もすばらしい青空のもと、旅を続
ける事ができました。
　今回の研修の目的である山形県が生んだ建築
家高宮眞介氏の設計による「真下慶治記念美術
館」の見学を美術館の方のご案内で見学しまし
た。この美術館は、最上川の大蛇行を眼下に眺
めることがで
きる高台にあ
りました。最
上川だと説明
されるまで池
かと思うくら
い静かな流れ

三団体合同研修旅行に参加して
高橋　美貴　

の日でした。そのほとりには、真下慶治のアト
リエがあり、真下氏の作品の一つと同じアング
ルを見ることができます。地元村山市の杉、楯
山石を用い、自然光をうまく取り入れ、そして
何より周辺の景色と一体化して違和感のない建
物でした。ちょうど伺った日は
五周年記念の式典の準備をしていました。小さ
な音楽会の開けるホールや結婚式や写生会、お
茶会等ができる最上川にむかっって開かれてい
るテラスなど、この景色を愛した真下氏を高宮
氏は理解して作り上げたのですね。
　次に訪れたのは山形市の山寺立石寺です。
 １０１５段の石段をやっとの思いで登りましたが、
景色のすばらしさに、我慢して良かったと思い
ました。しかし、昔の人は本当に偉いです。私
は何も持たずに何も仕事をせずに只只登っただ
けで死ぬかと思いましたけど、材料を上げて工
事をして立派な物を造ったのですから脱帽です。

　最後に、上山市にある「斉藤茂吉記念館」を
訪れました。この記念館はみゆき公園に谷口吉
郎氏により建てられました。その後、増改築が
谷口事務所の設計により大々的に行われたそう
です。高宮氏も関わって、外部の意匠は原形を
忠実に復元することとし、内部の改修も既存の
和風の意匠を継承することを試みたそうです。
そのために端部のディテールが最も重要だった
とか。この建物も、真下美術館と同じで周りの
景色に溶け込んでいます。ここで思ったことは、
天は与える人には二物も三物も与えるというこ
とです。斉藤茂吉の才能は多事にわたっていま
した。
　これで、楽しかった旅の思いを胸に帰途へと
つきました。
　御一緒して下さった皆様　本当にお世話にな
りました。有難うございました。

No.４２　平成２２年１月
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 川越研修旅行
櫻井　和也　

　去る８月２２日（土）恒例の建築士会主催親睦ソ
フトボール大会が佐久市「千曲川スポーツ交流
広場第二グラウンド」にて開催されました。
　当日は、青年女性委員の行いがよかったので
絶好のソフトボール日和！となりましたw(゜oﾟ)w 
　今年も大勢参加していただきました。ありが
とうございました。
　大会終了後には、「バーベキュー」で士会会
員の方々は勿論、ご近所お誘い合わせで参加し
て頂いた地区、事務局など、老若男女を問わず
和気合い合いと日頃のストレスを発散して頂け
た一日でした。
今回は『佐久地区チーム』『小諸地区チーム』
『川西地区チーム』『御・軽地区､南佐久地＆助っ
人チーム』の４チームとし、トーナメント方式
になりました。

試合結果です。
（女性１人×３点、子供１人３点加算ルール）
第一試合

第二試合

第三試合（３位決定戦）

第四試合（優勝決定戦）

　総合順位は、優勝　川西地区、準優勝　御軽
助っ人、３位　佐久地区、４位　小諸地区
　川西地区２年連続の優勝となりました。おめ
でとうございます。

　１１月２９日に、教育事業委員会の企画による
「川越町並み見学会」が、２４名の参加者により
開催されました。
　小江戸川越の見学がメインでしたが、途中さ
いたま市大宮区にある「鉄道博物館」にも立ち
寄り見学してまいりました。２００９年１０月１９日に
開館して、ほぼ２年で来館累計３００万人を達成し
たそうです。館内には１８７１年製造の、日本初の
蒸気機関車である１５０形式蒸気機関車（英国から
輸入）から、今年９月に追加展示された０系新
幹線まで約３５両が展示されておりました。模型
も多数展示されており、小海線のハイブリット
車両もありました。
　その後、川越に移動し、午後は、シルバー人
材センターの方の案内で、先ずは、重要文化財
「川越大師喜多院」を拝観しました。１６３８年１
月の川越大火で、現存の山門を除き焼失したと
ころを、３代将軍家光公の命により、江戸城紅
葉山の別殿を移築して、客殿・書院等にあてた
もので、家光誕生の間・春日局の間があるのは
その為とのことでした。川越の喜多院に移築さ
れたことにより、その後は戦火をまぬがれ、約
３７０年前の書院造りが現存するのは、感慨深いも
のがあります。
　また、境内には、１７８２年から約５０年をかけて
建立された５３８体の羅漢（石仏）が鎮座しており、
その中には、十二支を配した羅漢もあり、来年
の干支の虎を配した像は、にこやかで、来年は
是非良い年になりますようにと手を合わせて参
りました。
　喜多院から北西の方角へ１ ㎞ ほどの距離に蔵
造りの町並みが並ぶ一番街があり、この蔵造り
は、類焼を防ぐための耐火建築物で、今の東京
では見ることのできない江戸の面影をとどめて
おり、国の重要伝統的建造物郡保存地区に選定
されているとのことでした。
また、電線は地下に埋設してあるそうで、その
ため電柱が
ないので、
通りから眺
めると空が
すっきりと
見え、とて
も美しい景
観でした。

 平成21年度
親睦ソフトボール大会

星野　武光　

▲始球式

▼打つぞ！

計５回４回３回２回１回チ　ー　ム
１１／００２３佐久地区 （６点加算）
１３／４x６００御軽助っ人 （３点加算）

計５回４回３回２回１回チ　ー　ム
１０／／１００小諸地区 （９点加算）
１８／／６１２０川西地区

計５回４回３回２回１回チ　ー　ム
８／／０１１小諸地区 （６点加算）
１３／／x３４佐久地区 （６点加算）

計５回４回３回２回１回チ　ー　ム
８２３０００御軽助っ人 （３点加算）
９２x０４０３川西地区
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　佐久支部創立２０周年を記念して「軌跡そして
翔」が大変内容の濃い、親しみのある体裁で発
刊されました。あらためてこの記念誌を開くと、
建築士会を通して知り合った多くの仲間達の名
前が眼に入り、このような仲間と共に在る幸せ
を感じ、とても温かい気持ちになります。
　資料によれば、建築士法が公布された翌々年
の昭和２７年４月、県建築士会の設立と同時に南
佐久支部と北佐久支部が設立されました。県建
築士会が設立される前年、小諸建築士会が設立
され、昭和２９年には長野県建築士会岩村田支部
が設立されたとあります。そして、昭和３４年に
は第９回長野県建築士会定例総会が軽井沢晴山
ホテルで開催され「予定人員をはるかに突破し
て立すいの余地のない程」だったと記録されて
います。前年８７４名の会員がこの年には倍増の
 １７８３名に拡大し、会員の約１／４に当たる５００名
の会員が参加した定例総会は、熱気溢れるばか
りだった事でしょう
　これ等の事実は、戦後の復興期に国土建設の
担い手としての「建築士」という新しい国家資
格を受けた先輩方が、その資格に誇りを持って
社会の一員たろうとした情熱の表れだったのだ
ろうと思います。佐久支部の活動が様々な機会
で話題になり賞賛されるのは、あのような先輩
方のＤＮＡが私達に引き継がれているからなの
かも知れません。
　今、この国は高齢化・人口減少・莫大な財政
赤字という三重苦の中で、より良い社会の実現
を目指して、さまざまな制度改革に向かおうと
しています。「コンクリートから人へ」の思想の
もとに、国の資力を今迄とは違った方向に向け
ようとする改革の路線は、私達を先の見えない
トンネルに閉じ込めてしまっているようです。
そして、地球規模の新資本主義の波は一国の経
済のコントロールを失わせ、私達に未来を見る
事を拒否しています。このような時、私達は自
分をどう律したら良いのでしょうか。
　「軌跡そして翔」に２４年前、佐久支部に入会さ

せていただいた時の拙文が掲載されました。赤
面しながら読み返し、自分の考えの進歩のなさ
を知り「今、君達が考えている事は２０年、３０年
後にもきっと同じことを考える。だから今、一
生懸命考えなければならない」と吉村順三先生
に諭された事を思い出しました。吉村先生の「建
築家として、もっとも、うれしいときは、建築
ができ、そこへ人が入って、そこでいい生活が
行われているのを見ることである。日暮れどき、
一軒の家の前を通ったとき、家の中に明るい灯
がついて、一家の楽しそうな生活が感ぜられる
としたら、それが建築家にとっては、もっとも
うれしいときなのではあるまいか」（「私は何故
新宮殿の設計から手を引くか」朝日ジャーナル
 １９６５年７月１１日号より）という先生の心は、建
築生産に携わる全ての人に宿さなければならな
い心であると私は思っています。
　崩れつつある社会システムが、人の心を歪め、
人の絆を失わせようとしている時、人の幸せの
ための環境創りという崇高な使命を与えられて
いる私達は、あらためて思いを新たにしなけれ
ばなりません。
　今、建築士法・建築基準法の上位法としての
建築基本法が準備されています。建築基本法に
は建築生産に関わる関係者の責務と役割りが謳
われるものと思われますが、当然其処には発注
者の責務も明確にされなければなりません。こ
れまでの制度改革の議論が、建築士の持つ社会
的責務について一定の価値観の上に議論された
のかどうか、ある意味歪んだ視点での議論では
なかったのかどうか、あらためて問う必要があ
るように思っています。
　社会の変革は今迄に経験した事のない速さと
重さで、私達にその対応を迫っています。自分
の進む道は自分で選ばなければなりません。
　現実をきちんと見詰め、自分の持つ社会的責
務を自分の心として、このつらい時を乗り越え
ることこそが、明るい未来へ繋がる道であると
私は確信しています。
　
　私達は誇りと絆を持って地域社会のために働
いた多くの先輩方のＤＮＡを受け継いでいます。
地域社会への窓口である建築士会を自分達の拠
り所として、自分の進む道を探したいものです。

  建築士の心
出澤　　潔　

特別寄稿
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　新年明けましておめでとうございます。皆様
方には新しい年を迎えられ、ますますご清祥の
こととご拝察申し上げます。
　昨年は、アメリカのサブプライムローンの破
綻に端を発した世界同時不況が日本経済にも押
し寄せ産業界も大打撃を受けて失業者が続発し、
国民生活にも大きな問題を引き起こしました。
私たち建築業界も、不景気の波にさらされて厳
しい一年であったように思います。本年は寅年。
猛虎となって不景気を追い払い明るい景気の良
い年にしてほしいと、願うところです。
　私こと昨年、平成２１年度長野県知事表彰（建
設産業功労者）を受章いたしました、身に余る名
誉と感激をしております。これも偏に皆様方の
お力添えに依るものと心より感謝申し上げます。
　顧みますと、私が建築士会の会員になって以
来４０数年の年月が経ちました。昭和４４年より佐
久支部の役員として活躍の場を与えられ、理事・
総務委員長や副支部長等を歴任してまいりまし
た。昭和６２年行政改革の一環として地方行政の
統廃合が行われ、この地域においても、南佐久
郡・北佐久郡の両地方事務所が統合されること
となり、６３年度より佐久合同庁舎で業務が開始
されることとなりました。これに併せて建築士
会、南北佐久両支部も、二支部別々では行政の
対応が困難となり建築士会支部活動に支障をき
たす、とのことから両地方事務所長さま（建築
課）からも指導があり、両支部に於いて、合併
協議会が設立され協議を重ねた結果合併するこ
とになりました。また合併準備委員会も設立さ
れ総会に向けて取り纏めが行われて来ました。
時恰も、昭和６４年１月に昭和天皇が崩御され、
その年に年号が平成となりました。平成元年４
月１８日に合併総会が開催され、新しい長野県建
築士会佐久支部が誕生したのでした。合併の協
議が進む中で、私が合併の協議会・準備委員会
の委員長を務めていた関係から、佐久支部の初
代支部長に任命されました。新しく組織された
新支部は、会員５１９名の大組織で、何の事業を行
うにも新しい規格の下で考案して行かねばなら
ず、役員及び、会員の皆様方に助けられ無事に、

二期四年間務めてきたことが昨日の事のように
思いだされます。また、長野県建築物防災協会
佐久支部の支部長を二期四年、防災協会の副会
長を一期二年勤めました。その後、長野県建築
士会の副会長として推挙されました。林太一会
長のもとで副会長として務めましたが、その時
期本会の事務局が、局長・次長はじめ全員が退
職し大混乱をきたした頃でした。また、姉葉建
築士による、建築構造偽装事件が起こり、建築
士の資質の問題でも大きな混乱が出た時でもあ
りました。事業も、会員の減少に伴い収支のバ
ランスが崩れ、組織を縮小しなければならない
時期でした。その結果、会の組織をスリム化す
るため４つの常設委員会と、特別委員会を随時
設けることとした内容でした。大変な時期に会
長となられた林会長が２期４年で退任されるこ
とから、私も同時に退任する予定でしたが、林
会長の後任として、東信ブロックから佐久支部
の出澤さんが会長として出る事となり、引き続
き副会長として残る事となりました。出澤会長
は建築士会の機構改革や、事業の見直し等につ
いて、前会長の後を受けて積極的に取り組みま
した。また、建築基準法・建築士法の改正に伴
い、国土交通省や連合会等へ積極的に意見を述
べられて、建築会のために非常な努力をされま
した。そのような立派な会長のもとで、何も出
来ない補佐役として２期４年無事努める事が出
来ました。
　振りかえって見ると、建築士の資格を取得し
てから半世紀近い年月を建築士会と関わり、平
成元年、佐久支部の初代支部長を拝命してから、
昨年、８年間勤めた、長野県建築士会の副会長
を退任するまで、平成の約２０年間の大半を建築
士会及び、建築関係の役職をしてきましたが、
これを無事に努められたことは、皆様方のご指
導ご鞭撻があったからこそと、衷心より感謝申
し上げます。また、この度、栄誉ある長野県知
事表彰の受章が出来たことは、皆様方にご推挙
を頂き、無事役目が果たせられた事だと思いま
す。お力添えを頂きました事を重ねて深く感謝
申し上げます。
　結びとなりましたが、皆様方のご繁栄、ご多
幸をご祈念申し上げ、御礼のご挨拶といたしま
す。

－１２－

 知事表彰受章の雑感
　澤　　弘　
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　「地域の景観は地域で守る」を主旨とした景観
法が平成１７年６月に施行されました。この景観
法第８条の中に、「景観行政団体は良好な景観を
保全し、また、地域の特性にふさわしい景観形
成に関する方針や行為の制限を定めた計画を定
めることができる。」とあります。佐久市は、独
自の景観行政を行うため長野県知事の同意を得
て、平成２１年４月２０日から景観行政団体となり
ました。
　当市は、雄大な浅間山、八ヶ岳連峰に囲まれ、
豊な森林、千曲川の清流をはじめ清冽な渓流、
河川などに育まれた恵み豊かな田園を有する地
域であります。このような環境を舞台に、四季
折々に変化する自然景観、五郎兵衛新田などの
広がりある田園空間、田園から山並みへの美し
い眺望、旧中仙道沿いの宿場のまち並みや市内
各地に存在する寺社、龍岡城五稜郭などの歴史
的建造物など様々な景観が展開しています。
　市ではこれまでの間、旧佐久市で定めた「佐
久市景観形成基本計画」を基に、景観形成の方
向を示すとともに、佐久市開発指導要綱や佐久
平駅周辺地区等に定めた地区計画また、長野県
景観条例により景観の誘導を行ってきました。
しかし、幹線道路沿いの野立て広告物の氾濫、
周辺から突出する色彩の建築物の出現など景観
を阻害する要因も生じている状況です。このよ
うな中、新佐久市として改めて景観行政に取り
組み豊かな自然景観を守りながら、地域の特性
にふさわしい景観を創出するために「佐久市景
観計画」を策定しました。
　佐久市景観計画の区域は佐久市全域となりま
す。景観区域では、地形、自然条件や土地利用
等を踏まえ、５つの地域に区分しそれぞれの景
観育成基準を定めています。また、特に景観の
育成を図る地域を景観育成重点地域として３か
所指定し地域ごとに定める独自の基準により景
観の育成を図るものとしております。
　５つの地域区分としまして、都市計画法に基
づき用途地域として定められた地域を都市地域、
上信越自動車道、現在建設中の中部横断自動車
道の両側３０ｍで都市地域を除く地域を沿道地域、
千曲川とその支流の一級河川の両側１８ｍで都市、

沿道地域を除く地域を河川地域、国土利用計画
に基づき都市地域及び農業地域として定められ
た地域で、都市、沿道、河川を除く地域を田園
地域、都市、沿道、河川、田園を除く地域を山
地・高原地域としています。
　景観育成重点地域は、主要道路区域の国道１４１
号、１４２号、２５４号沿道の両側３０ｍの地域となり
ます。なお、５つの地域及び３つの重点地域の
中で地区計画等が定められている地域はその基
準に基づくことから、景観の区域からは除くこ
ととなっております。
　届出対象行為につきましては、建築物等の新
築行為は、高さ１０ｍ以上又は建築面積１,０００㎡を
超えるもの。建築物の外観変更は、変更面積４００
㎡ を超えるもの。工作物の新設、外観変更等で
煙突、鉄柱類、記念塔類等は、高さ１０ｍ以上の
もの、擁壁等は、高さ３ｍを超えかつ長さ３０ｍ
を超えるもの。プラント類、自動車車庫等は、
高さ１０ｍ以上築造面積１,０００㎡ 以上。電気供給
施設は、高さ２０ｍを超えるものとなっておりま
す。この他にも、土地の造成や広告物の表示等
があります。これは、都市から山地・高原地域
での届け出対象行為となっております。
　景観育成重点地域での届出対象行為につきま
しては、建築物の新築行為は、高さ１０ｍ以上又
は床面積２０㎡ を超えるもの。建築物の外観変更
は変更面積２５㎡ を超えるもの。工作物の新設等
で煙突、鉄柱等については高さ１０ｍ以上。装飾
塔、記念塔類は高さ４ｍ又は表示面積３㎡ を超
えるもの。擁壁等は、高さ１.５ｍかつ長さ１０ｍを
超えるもの。プラント類、自動車車庫等は、高
さ１０ｍ以上又は築造面積２０㎡ を超えるもの。電
気供給施設は高さ２０ｍを超えるものとなってお
ります。５つの地域と同じくこの他にも土地の
造成や、広告物等の表示等があります。届出は
工事着手の３０日前までに必要になります。
　また、それぞれの地域で景観育成基準を定め
ており、敷地の緑化や建築物の色彩の制限など
を規定してあります。詳しくは、佐久市ホーム
ページをご覧いただくか、佐久市役所建築住宅
課建築係までお問い合わせください。
　最後になりましたが、景観づくりは行政だけ
ではできませんので、市民の皆様、建築士及び
事業者の皆様のご理解とご協力がなければ、佐
久市の美しい景観を守り育てていくことができ
ませんので、よろしくお願いいたします。

－１３－

 佐久市景観条例及び
　　佐久市景観計画について
佐久市建築住宅課建築係 主任　市川　佳宏　
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　ひょんなことから、東京の調布市から佐久市
に移住してはや３年目になりました。生まれ育
った故郷は静岡、そして建築家という職業に憧
れて東京での学生時代と設計事務所在籍時代。
そして、独立し念願となった設計室を開設し、
５年間東京での生活。そして、佐久へ。２５年前、
静岡から友人達と「草津スキー場」へ行くこと
になり、タイヤチェーンを用意し、深夜２時頃、
国道５２号を北上。韮崎から１４１号線をさらに北
上して野辺山付近で真っ暗な高原の道を凍結に
注意しながら走った事を思い出します。途中吹
雪いていて、前が見えなく早く街に出ないかと
不安になっていた時に、カーナビなど無い時代
だから信号の表札で場所を探し「八千穂村」と
書いてある、灯りのある村に来られてホットし
た思いが今でも覚えております。静岡人は雪な
ど見たことがないのでうれしいのと怖いのとで
ひたすら走りました。真っ暗な前方に富士山に
似た山？潰れたような富士山？浅間山…（後か
ら知った事ですが、富士山と浅間山は不思議な
縁で結ばれているそうです。静岡には浅間神社
＜センゲンジンジャ＞が多いのです。）その時は、
スキー場への通り道にあった佐久という街に東
京経由で移住するとは少しも考えておらず、海
のない街に住むなんて考えられないと思ってお
りました。しかし、今、まさにあの街にいるの
が不思議でしかたがありません。この街の事は
まだまだ理解しておらず、生活リズムや言葉に
ついても、おもしろい発見があります。そして
建築に関しても、知らない事がいくつかあり、
驚きと面白き事で勉強になり、楽しくなってき
ております。そしてここには四季によって変化
する綺麗なアルプスやおいしい空気がある。人
の温かさがある。大好きなスキーができる！そ
うそう、海も…地名に海が多い！少しずつです
が、景色に溶け込んで居る自分が嬉しく思えて
きます。佐久咲くです！

　祖父が弟子たちに練習のために建てさせたと
いう築６０年を過ぎた我が家を、立て替えたのが
平成４年。雪が降ると柱と壁の隙間から雪が舞
い込み、家の中で氷が張るような自然と一体に
なった素朴な家に、寒がりの家族を住まわせる
のは不可能と思い家の設計を始めました。まだ
東京に住んでいて、下の子供たちがまだ保育園
へ通っている時期でした。
　家の新築は予想していたことなので寒冷地住
宅や北海道の住宅を研究してはいましたが、実
際に設計を始めると、何から何まで初めてのこ
とが多く頭を悩ませる日々が続きました。最終
的には吹き抜けを利用してストーブの熱で二階
の寝室まで温めるプランで基本設計をまとめま
した。そんなある日、書店で目に留めた一冊の
本がOMソーラーとの出会いでした。本を買い
読んでいくと、寒くて晴天率の高い佐久地方に
適したシステムに思え、さっそく浜松の本部に
電話をすると、小諸の工務店さんを紹介されま
した。
　図面を持って伺うと、社長さん夫婦が親切に
相談にのっていただき色々な話をお聞きするう
ちに、我が家の設計で参考にさせてもらった本
の著者である東京芸大の奥村先生がOMソー
ラーの生みの親とのお話を聞き、なるほどと納
得いたしました。
　家のほうは大きな変更はなく設計が終了して、
申請、着工となりました。OMソーラー住宅の
設計は佐久地方では２番目でしたが、完成は平
成４年春で我が家が最初でした。２階の一部が
完成して上の子供２人が最初に越してきて、数
年して下の子供２人と妻が、私は仕事の関係で
いぜん東京におり、最終的に平成11年の暮れに
越してきました。その頃になると図面も手書き
からCADで製図するのが一般的になり、引っ越
した当初はフロッピーディスクで送っていまし
たが、すぐにメールでやり取りするようになり
ました。
　当初は家の各部屋に温度計を置いて、記録を
取っておりましたが、あまり変化がないため何
時しか取らなくなってしまいました。夏は屋根

－１４－
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 佐久に移り住んで
中村　貴久　

 
小須田俊之（株式会社銀河設計）　
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面で温まった空気を自動車のラジエターと逆の
要領でお湯を得た後に強制的に排出するため、
床下の空気をも吸い出して涼しく感じます。冬
は外の空気を屋根面で暖め床下に送り込んで、
厚さ１０センチの土間コンクリートを暖めた後に
床面に設置されたスリットを通じで室内に放出
され、部屋の床と空気を暖めます。夜は温めら
れた土間コンクリートからの放熱が室温の低下
を防止します。そのため太陽が出ていれば真冬
でも室温は昼間は２０度になり、夜の最低温度は
１０度ほどです。１７年経た現在でも太陽の恩恵を
受けた温もりのある住宅となっています。
　ここ東信では冷え込むことが多く外気温との
差がありすぎるのも問題です。やや厚手の物を
着て家事をしても寒く感じない温度であれば良
いのではないでしょうか。我が家でもコタツに
入る者に半そで半ズボンの者と様々ですが、吹
き抜けのおかげで１、２階の温度差もなく、脱

衣に便所まで床暖房で高齢者と子供には快適の
住まいではと思います。
　早いものでこちらに帰ってきて10年になりま
す。仕事の関係は東京方面ですが、構造偽造事
件で被害がこちらにまで及んだことに少なから
ぬ衝撃を受け、何か私でもできることがと思い
昨年入会させて頂きました。還暦まであと２年
しかない新人（？）で何も出来ないかも知れま
せんが、佐久地方に合った住居をこれからも考
えていこうと思っております。

－１５－
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－１６－

●編集後記
　「ちくま」の表紙を「佐久の酒蔵シリーズ」に
変更して2回目になりますが、「おっ！」と気が
ついた方はいるのでしょうか？取材に同行した
幾人ものカメラマンの力作の中から写真を選び、
表紙に載せるのですがカラーでないのが残念で
す。佐久には沢山の酒蔵がありますのでこれか
らの取材も楽しみになってきました。気がつい
た方は是非、ご意見ご感想をお寄せください。

（Non）

　　　　　　は平成２２年７月中旬発行予定です。
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■事務局よりお知らせ

平成21年度専攻建築士登録者名簿

教・研法　令棟　梁生　産環　境構　造設　計
ま　ち
づくり

２○○山田　　功１

１○鈴木　繁之２

１○杉江　正一３

１○鎌田賢太郎４

１○土屋　一男５

１○吉澤　和彦６

１○山口誓四郎７

１○飯田　　智８

 平成２１年度新入会員名簿

佐藤　慎弥（御代田・軽井沢地区）
木内　丈夫（御代田・軽井沢地区）
武井　宏友（御代田・軽井沢地区）
大井　絢子（佐久地区）
工藤　琢之（佐久地区）
藤巻　宏康（軽井沢・御代田地区）
滝本　寿（御代田・軽井沢地区）
山口　正久（佐久地区）

ちくま　 No.４２
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